
福島町まちづくり推進会議委員委嘱式並びに第１回会議 

 
平成 21 年 4 月 27 日（月） 開催日 
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木村末正、熊野茂夫、坂口ゆかり、寒川恵二、中塚徹朗 
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欠席委員（2 名） 常磐井武典、西田篤司 
町 長 村田  駿 副 町 長 竹下 泰弘 
教 育 長 丁子谷雅男 総 務 課 長 川岸  勤 

出席説明員（14
名） 

財 務 課 長 花田 春夫   
企画 G 参事 出羽 正機 企 画 G 総 括 主 査 西田 啓晃 事務局（4 名） 
企画 G 主査 住吉 英之 企画 G 主事 中塚 雅史 

 
（開会 午後 6 時） 

 

（事務局） 

○大変のお忙しい所ご出席いただきまし

て誠にありがとうございます。 

 これより、平成２１年度第１回福島町

まちづくり推進会議を開催いたします。 

開催に先立ちまして、町長より委嘱状の

交付をいたします。 

 

（出席委員へ町長より委嘱状を交付） 

 

（事務局） 

○次に、村田町長より委員の設置目的も

含め挨拶をさせていただきます。 

 

（村田町長） 

○改めてお晩でございます。お疲れのと

ころご苦労様です。まちづくり推進会議

の前段におきまして、福島町自立プラン

推進会議にて今日まで町政の運営をさせ

ていただきました。平成２１年度で自立

プランの方も一通り終わると、合わせて

後期の自立プランということで検討して

きましたが、後期と言うことではなく今 

 

 

 

度はまちづくり推進会議という位置付け

の中で、これからの町の財政計画を中心

にした中で皆様方と意見を交換し、そし

て忌憚の無い意見をいただきたいという

事がこの会議の趣旨でございます。 

また、この４月１日からは、まちづく

り基本条例が施行となりました。これは、 

みんなに見える・みんなの参加による・

住民が主人公であるまちづくり、という

ことでこれは私が町政を進める中での大

前提であり、理念でございます。 

そのいう中で多くの方からご協力を得て、

自立プラン等を経過し、そして今度はま

ちづくり推進会議という形の中で皆様方

へ委嘱状を交付させていただきました。 

少子高齢化がどんどん進んでいる中で、

町民の方々のこれから町行政に対する参

画をしていただいた中で、これからの福

島町を進めていきたいと思っており、委

員の皆様方におきましては、これからも

よろしくお願いしたいと思っております。 

 先日、東京の方で北海道福島会があり、

その席で、吉岡小学校の今年の入学者が
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３名ということを挨拶の中で報告させて

頂きましたら、100 名位の会員の方々か

ら、大げさに言いますと会場がどよめい

た声が上がりました。福島会に出席して

いただいた方々は、少なくとも２クラ

ス・３クラスの頃の方々ばかりであり、

それが、今年の入学式が３名ということ

では、あまりにも少子化が都市部に比べ

て当町は進んでいるということを改めて

痛感された、どよめきであったのかな、

と思っております。また、あわせて福島

中学校と吉岡中学校の統合を今年度末に

は行い、吉岡中学校を廃校とすることを

報告させていただきました。そのような

中でも首都圏にいる多くの方々には、陰

ながらこれからも福島町のまちづくりに

対してのご支援なり忌憚の無い意見をも

らいたいということで挨拶を終わらさせ

ていただきましたが、やはり、町内にい

る方はもちろんでございますが、町出身

者の方々の色んな意見を聞いたり、その

ような中でこれからのまちづくりを積極

的に進めていきたいということでありま

すので、委員の皆様方には色んな分野か

らのご意見を頂ければありがたいと思っ

ております。 

 今日の内容は、事務局の方からこの後

説明を致しますが、このまちづくり推進

会議が今後の福島町における、まちづく

りに多いに活かされる会議であってくれ

るよう重ねてお願い申し上げ、誠に取り

留めの無い挨拶になりましたが、第１回

のまちづくり推進会議の開会にあたって

の挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

（事務局） 

○それでは、会議を進めさせていただき

ます。 

委員会の運営につきましては、福島町

まちづくり推進会議条例第４条第２項の

規定により、会長が議長を行うことにな

っており、会長が互選されるまでは町長

に進行をお願いしたいと思います。 

 

（村田町長） 

○それでは、この後の会長が選任される

までの間、議事を進めさせて頂きます。 

 早速、議題に入らせていただきます。

本日の会議の出席者は、委員１６名中１

２名の出席で、半数以上の出席がござい

ますので、福島町まちづくり推進会議条

例第６条第２項の規定により会議が成立

したことをここに宣言いたします。 

 それでは、日程４の案件１「推進会議

の役割等と大まかなスケジュール」の

（１）推進会議の役割（２）推進会議と

専門部会を事務局の方から一括説明お願

いします。 

 

（事務局） 

○会議資料の１ページをお願いします。 

案件の１、｢推進会議の役割等と大まかな

スケジュール｣についてでありますが、

（１）推進会議の役割は福島町まちづく

り推進会議条例第 2 条により定められて

おりまして、下記のとおり条例の見直し

等を調査審議し、答申すること、また、

財政計画に関する事項などを協議し、町

長に報告することになっております。(２)

の推進会議と専門部会についてでありま

すが、財政計画に関する事項等を効率的

に協議するために総務教育部会と経済福

祉部会の 2 つの専門部会を置いておりま

す。推進会議は全体会議と専門部会によ

り進めていくことになります。下段に町

の行財政に関する附属機関の図を示して

おります。なお、福島町まちづくり推進

会議条例を 2 ペ－ジに記載しております

ので、参考に願います。 
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以上で、説明を終わります。 

 

（村田町長） 

○ただいま事務局より説明がございまし

たが、ご質問、ご意見がございませんか。 

 

（無しとの声があり） 

 

（村田町長） 

○この案件１の（１）と（２）は、福島

町まちづくり推進会議条例に基づいてお

り、また条例の内容等については、２ペ

ージに掲載しておりますので後程お目通

しなっていただければと思います。 

 それでは、案件１（３）「会長及び副会

長並びに部会長及び副部会長の互選」に

進めさせていただきます。 

 

（事務局） 

○案件の１、（３）会長及び副会長の互選

でありますが、第 1 回目の会議のため、

最初に会長及び副会長、次に部会長及び

副部会長の選出を行うものです。 

選出については、条例第４条第１項及

び条例第７条第２項の規定により｢会長

及び副会長は、委員の互選により定め

る。｣また、「部会長及び副部会長は、委

員の互選によって定める。」こととなりま

すので、よろしくお願いします。 

 

（委員） 

○事務局の方で腹案は無いのですか。 

 

（事務局） 

○事務局の方では、部会長に熊野委員、

副部会長には、中塚委員をお願いしたい

と考えております。 

 

（村田町長） 

○事務局の案としては、今までの自立プ

ランの経過も踏まえながら、部会長には

熊野委員、副部会長には中塚委員、その

ような案でのご提案でございますがいか

がでしょうか。 

 

（異議なしとの声あり） 

 

（村田町長） 

○それでは、熊野委員を会長、中塚委員

を副部会長として、これからのまちづく

り推進会議の方をよろしくお願い申し上

げます。 

 次に、各部会の部会長と副部会長の互

選ということになりますが、３ページに

記載されている総務教育部会、経済福祉

部会ということで委員の貼り付けを事務

局の方で先に記載させていただいており

ますが、まずこの点について意見などご

ざいませんでしょうか。 

 

（問題無しとの声あり） 

 

（町長） 

○問題無しとのお声がありましたので、

記載されているとおり決定いたします。 

 それでは、各部会の部会長の互選をし

ていただきたいのですが。 

 

（委員） 

○これも事務局で案を用意していないの

ですか。 

 

（事務局） 

○それでは、総務教育部会の部会長を木

村委員を、副部会長には、山田委員をお

願いしたいと思っております。 

 経済福祉部会の部会長には中塚委員を、

副部会長には、松谷委員をお願いしたい

という案でございますのでよろしくお願

いします。 
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（村田町長） 

○ただいまの事務局のご提案についてど

うでしょうか。 

 

（異議無しとの声あり） 

 

（村田町長） 

○会長、副会長及び各部会の部会長、副

部会長の互選が終わりましたので、この

後の進行は、熊野会長にお願いします。 

 

（会長） 

○お晩でございます。自立プランの策定

から検証までおよそ３月で４年目となり、

そして当初から現在に至っては財政的に

は非常に厳しい状況の中から、現在は、

福島そのものがある程度の一定の成果を

出したものの方向性が見えてきました。

ただし、過去の厳しい状況の中での現在

に至ってスタートラインに着けたような

状態ではないのか、いわゆる財政的言い

ましても、７億弱の基金を積み立てるこ

とが出来て、当初の推計から考えると効

果そのものが１０億から１１億位までの

状態が出ました。ただし、このことにつ

いては、町民の行政サービス、それから

町職員の給与のカット、いま他の市町村

が様々な場面でもってって厳しい状況に

置かれていながら、そのような事をやっ

ている事が、当町では既に４年前にその

事を町民参加の下にしっかりと立てられ

た結果だと私自身も認識しております。

その間財政的な建て直しを図りながら実

際には、まちづくり条例を町民参加の下

に策定し、そしてこの財政が建て直され

た今後の方向性を示すことができるまち

づくり条例に基づいて、いまこれからの

少子高齢化、そして福島町が、日本全体

のグローバル化された国際的な経済構造

の荒波の中に常に真っ只中にいることを

認識しながら、しっかりと町のこれから

の方向性をこの会議の中で財政も含めて

描けたらいいなと、そのような私自身は

自立プランの検証の中からそして現在に

至ってもそんな想いでございます。 

 みなさんの協力を得ながらこれから会

をしっかりと運営していきたいとおもい

ますのでよろしくお願いします。 

それでは、次第に従いまして進めて参

りたいと思います。 

（４）の平成２１年度協議内容の確認に

ついて事務局の方から説明をお願いしま

す。 

 

（事務局） 

○４ページをお願いします。（４）の平成

２１年度協議内容の確認でありますが、 

まちづくり基本条例が４月に施行された

ばかりであり、基本条例の見直し等の調

査審議は行わず、財政計画に関する事項

などを中心に検討していただき、福島町

まちづくり行財政推進プランを策定して、

町長へ報告していただくことになります。 

次に（５）のおおまかなスケジュール

としては、そこにスケジュ－ル表を記載

しておりますが、４月から 10 月までの

間に推進会議を５回、専門部会を５月、

６月の２回で計７回予定しており、１１

月から予算編成などのため、１０月まで

にプランを決定したいと考えております。

なお、スケジュールは各部会の進行状況

によって多少回数が変更することもあり

ますのでご了承お願いします。 

下段に推進会議及び専門部会の役割分

担について記載しておりますが、推進会

議が６項目、専門部会が２項目ございま

す。 

以上で、説明を終わります。 
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（会長） 

○説明が終わりましたので、何か質問が

ございませんか。 

 

（質問無し） 

 

（会長） 

○質問が無いようなので、次の案件２の

平成２１年度協議事項の説明をお願いし

ます。 

 

（事務局） 

○５ペ－ジをお願いします。案件２、平

成２１年度協議事項の説明の（１）の策

定に向けた考え方でありますが、町は平

成１７年１２月に福島町自立プラン策定

委員会の報告書を受け、平成１８年１月

に福島町自立プランを策定し、行財政運

営を進めております。更に、福島町まち

づくり基本条例がこの４月から施行され

ております。 

このような状況を踏まえて、自立プラ

ンの基本理念や行財政改革における重点

的対策等の考え方を継承しながら、まち

づくり基本条例に根拠を置き、計画期間

を平成２２年度から２６年度までとする

「福島町まちづくり行財政推進プラン」

として策定するものであります。なお、

福島町自立プランの (２)の自立プランの

理念と目標について、また、まちづくり

基本条例の第１９条の財政運営について

抜粋しております。 

次に６ペ－ジをお願いします。（２）具

体的な検討事項でありますが、①の現在

の財政推計から⑦の行財政推進プランに

よる財政推計等の内容について今後検討

する事項となりますので、よろしくお願

いします。なお、検討事項のうち、専門

部会で行う事項は③の 2 の事務事業等の

見直しを予定しております。また、⑥の

持続可能な財政運営については、総務課

総務グループ所管での行政改革推進委員

会での検討となりますが、その後におい

て、この会議でも検討することとなりま

す。 

次に７ペ－ジをお願いします。（3）の 

福島町自立プランの概要及び実績等であ

りますが、①として自立プランの概要を

別紙Ａ3 の両面で添付しておりますので

参考に願います。②として平成 21 年 3

月時点の実績及び見込みの（ア）であり

ますが、自立プランの当初の計画では、

平成 21 年度末の累積赤字が 3 億 8 千

21 万 6 千円の計画でしたが、平成 21

年度末の累積赤字は歳入・歳出の特別対

策などによりすべて解消される見込みと

なります。(イ)の基金残高の推移でありま

すが、自立プランの当初の計画では、平

成 20 年度が 3 百万円で、平成 21 年度

が１百万円の計画でしたが、交付税の増

や人件費など歳出の削減により平成 20

年度では 8 億 5 千 4 百 4 十 8 万 2 千円

となり、平成 21 年度当初予算ベ－スで

は 7 億 2 千 3 百 7 万 1 千円の見込みと

なります。 

次に８ペ－ジをお願いします。（４）の 

現状の財政推計についてでありますが、 

まちづくり行財政推進プランを検討して

いく上で重要となる財政推計を行いまし

た。人口、歳入、歳出をそれぞれの前提

条件に基づきまして財政推計した結果が、

次の９ペ－ジに記載してありますので、

９ペ－ジをお願いします。これは平成２

２年度から平成２６年度までの歳入、歳

出、不足額、基金残高などを記載してお

ります。平成２２年度末の基金残高は、

６億９千２百万円で平成２６年度末では

４億２千万円となる見込みであります。

この財政推計を全体の共通認識として、

今後のプラン策定に向けた検討を進めて
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いただきたいと考えております。 

以上、簡単ですが説明を終わります。 
 
（会長） 

○説明が終わりました。何か質問がござ

いませんでしょうか。 

 

（委員） 

○今、噛み砕いて細かく説明することは、

時間的に難しいと思います。今日は、第

１回目の会議であり、流れ的なものを事

務局の方で説明していただいたものと思

っておりますが、その流れを頭の中にい

れて次の会議の時には、噛み砕いて一つ

一つやっていけばよいと思うのですが、

今この作業を行うのは難しいと思います。 

 

（委員） 

○検討を進めている中で、わからないこ

とが出てきたら遡って皆さんで検討して

いくのであれば良いと思います。 

 

（事務局） 

○６ページの方は、共通項目ということ

で、スケジュールでいきますと７月、８

月に行う検討項目であります。 

５月・６月の専門部会では、この後の

情報の提供にて事業の内容を皆さんに検

討していただく事項になりますので、２

段階の会議スケジュールになっておりま

す。 

 

（会長） 

○部会で検討を積み上げていく中で、今

までの実績などもこれからの一つ一つの

検討を進めていく中で共通の認識を持っ

ていくという方向性でよろしいでしょう

か。 

 

（良いとの声あり） 

（委員） 

○極端な話でありますが、未来像を皆で

話しあって積み上げていくっていう形な

んでしょうか。何か指標になるものがな

いんでしょうか。 

 例えば、極端な例でありますが、自立

プランの事を会長が話されておりました

が、赤字にはならないという結果となり

ましたが、赤字さえならなければ今後は

いいのか、それとも金額で言えばいくら

までの損益を見込んだ経済対策を考えて

いくとか、産業であればどのようなもの

をこれから取り入れていくとか、工夫し

ていくとか、勉強会を開いていくとか、

というような何か具体的な絵というもの

があるのでしょうか。 

 

（会長） 

○自立プランを策定した時に、町の事業

を一つ一つ洗い出しを行いました。その

結果が今に至っております。また、検証

を３年間行ってその検証結果も出ており

ます。そして次のステップとして、６ペ

ージの具体的な検討事項として①～⑦ま

であり、この中で事務局の方から情報提

供として、例えば事務事業にしても公共

施設の運営にしても補助金にしても、自

立プランでは、財政上の問題を考えた時

に圧縮をかけたりカットしたり様々な作

業をした訳ですが、もう一回その辺のこ

とをこれから検討する課題の中から整合

性を図りながら、ということから言えば

財政上の問題までになっていくと思いま

す。 

例えば福祉の分野や教育の分野なり全

体がどのような方向にいくのか、その中

で福島の状況がどうあってて、どういう

風な手当てをして４年なり５年なり先の

方向性を見出していくのかという、おそ

らくそのような論議がなってくるのだろ
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うと思いますが、最終的には部会の中で

の事細かに検討しながら積み重ねた様々

な意見を出していくということが方向性

としては良いのではないでしょうかね。 

 

（委員） 

○今、これは平成２６年度までの計画な

んですよね。これに対して圧縮するのか、

それともお金を掛けていくのか、これは

まちづくりということなんですが。お金

を掛けなければならないところには掛け

なければならないでしょうし、また切り

詰めなければならないところは切り詰め

なければならないでしょうし、これは各

部会で検討しながら、事務局より平成２

６年度までの推計が提示されているので、

この数字より良くしていくという形で見

ていけば、自ずと答えが出てくると思い

ますし、ですから今ここで難しい討論を

しても今はどうにもならないと思います。

ただ、実際は部会内で一つ一つ細かくや

っていかなければならないでしょうし、

ここに２回の会議と書いていますが、３

回・４回とやらなければならない事にも

なるかもしれないでしょうし、そのよう

なことでこの推計より良くしていくとい

うものを目標に掲げていけば形は良くな

っていくと思います。 

 

（村田町長） 

○平成２６年度までは赤字にならないよ

うな状況の中で財政推計は建ててますが、

これは、毎年の平成 2２年度以降の５ヵ

年の懸案になっている各産業振興も含ん

だり教育施設の整備だとか、色々原課で

もっている課題にしているものをある程

度積み上げた中での財政推計をしていま

す。 

ただ、それにおいても町の方ではこの他

に開発審議会というものがございます。

福島町でそのようなビジョンを行う場合

には開発審議会を行わなければなりませ

ん。 

開発審議会に諮る前に今回のこの委員会

の方で決め細やかな５ヵ年の事業計画を

出せればよいのですが、開発審議会の方

に諮っていない経緯がございますので、

その辺で皆様方にとっては、ただ推計す

るにしてもどうような状況なんだという

疑問があると思われますが、ただ単純に

推計したのではなく、何年になったらい

くらの起債が償還になって新たな事業が

こう出る、その事業の中にはこのような

事がありますよということについては、

事前に検討した中で取りまとめしたわけ

です。 

ですから、今日の第１回目の会議につ

いては、あくまでもこれからのスケジュ

ールを含んだ事を皆様方にこのような事

について具体的に検討してもらうという

ことを今日は、まずそう思って理解して

頂き、まず何よりもやはり財政のある程

度の整理が行い、初めてのまちづくりに

なっていくわけですから、そのようなこ

とがこれからのスケジュールになってい

くと思われます。 

 そういう中において時には、これは我

慢してもこちらの方を優先していくべき

ではないか、とか高齢化が進んでいって

税収が少なくなっていくわけですから、

税収が上がるように産業振興をこのよう

にするべきではないか、とかそのような

事をこれから私達が資料を提案した中で

皆様方から、これは先送りしてこちらを

優先した方がよいのではないか、とかこ

の事業についてはもっと削減してもよい

のではないか、とかそのような個々の具

体的な議論になっていくと思われます。

ただ、いずれにしても私どもは高齢化が

進んでいく中で福祉施策それから子ども
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に対する施策、あるいは浜の方も年々高

齢化が進んでいく中で、いかにして水揚

げを増やすか、というようなことが大き

な柱になっていくのではないかな、その

ような中で赤字にならない財政運営をし

なきゃならない、そのような基本的な方

向性については皆様方には十分に理解し

ていただき議論をしてもらえればありが

たいと思っております。 

 

（委員） 

○似たような質問で申し訳ございません

が、１０年先・２０年先にどのような形

に町を目指すんだという将来像が見えな

いと積み上げ方式と言われても議論が深

まらないような気がするんですがどうで

しょうか。 

 

（会長） 

○私的な感想としてお聞きしてもらいた

いのですが、行政の財政上の問題を議論

して行く時に、●●委員が話されていた

とおり町の形を１０年、２０年先のこと

を描こうということはとても大事なこと

だろうと思います。 

一定の方向性も今の状況から描けないこ

とはないだろうなと思いますが、財政再

建そのものを考えて自立プランを組んだ

その経験上から言いますと、私達が町の

中だけで財政上の議論をして描こうとし

ても、外からの色々な影響を受けました。

例えばこの財政状況が現在に至った経過

を見ていても当初から考えてみてら交付

税の入ってくる状態が全然額が違ってみ

たり、気象状況により除雪費の額が違っ

てみたり、不確定要素の条件が非常に大

きいです。 

だから、教育の問題なり福祉の問題なり

例えばこのような設備なり施設を高齢化

進んでいく上では、こういう風な配置で

こういう風な建設を、とかそのような描

き方は一定程度出来ると思いますが、

我々がこの委員会で付託されているのは、

自立プランの継続の中からまちづくり基

本条例もそうだが、財政上のウェイトが

非常に大きいことをここで我々委員会が

付託されている。そう考えた時に、自立

プランの理念と目標そのものをここで継

続することによって、外側を描いていく

というよりも、むしろある程度積み上げ

た中でその方向性が見えてくるのかなと

いう気がするんですが。先に、町の形を

描いてそれあり気という言い方では、ど

うもこの財政の問題は経験的に考えてみ

ても難しいんじゃないかという気がする

んですがどうでしょうか。 

 

（委員） 

○私は、そう思わないんで意見をしただ

けで、ただ会議の方向性やあり方がそう

いう形で決まっているのであれば、それ

に従って進めていくしかないのかなと思

ってます。 

 

（委員） 

○私もそう思いますよ。 

これは、数字ですから実務的なことにな

るわけです。 

まちづくりということになれば、数字

ではないんですよ。意識改革も含めてと

ここにも書いてあるんですよ。まちづく

りというのは、ただ財政の金額の帳尻が

こうで人口が少なくなって収入が少なく

なる、それは専門の人に任せてもいいん

ですよ。ある意味においてですけどね。

数字のやり取りなので。私達は民間人と

して、この福島町をここにも書いてある

ように、役場の職員だけでなく町民と一

緒になってやろうではないか、という事

は違う考え方のまちづくりをしてほしい
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という意味にも考えられんですよ。 

そうすると、会長の言うことは実務的

なことです。今までの自立プラン経験を

語ってもらったことは非常にありがたい

と思いますがそれは、それです。 

●●委員のおっしゃるように、それじゃ

将来のビジョンがどうだというものが、

これは空想かもしれません、理想かもし

れません、だけどそのようなものも無け

ればただ数字を転がしているだけで、頑

張ったから上手くいったな、そしたら将

来どうなるんだ、というだけの話になる

んでこのまちづくりというのは、初め私

はまちづくりと言うもんですから、新た

な違うものを考え出すのかなと思ってお

りましたが、いま話しを聞いておりまし

たら財政の方が主だって見えましたから

財政であれば役場の人が専門ですから、

その辺がどうなんですかね、その考え方

は違うんでしょうか。 

 

（委員） 

○今、●●委員や●●委員もおっしゃら

れた意見のとおり、私も将来のビジョン

を描ければいいなと思いますが、いま現

状この福島町を客観的に見て、将来的に

このような町にしたいな、というビジョ

ンがなかなか描きようがないんですよ。

自分が感じている部分でですよ。福島町

もこれから人口が減っていく中で、まち

づくりということは、この町をどのよう

に残すかということだと思うんですよ。

私の考え方ですよ。理想を描いてそこに

向かっていくことも良いんですが、それ

に対して、成果がなければやってても価

値が無い、だったら実務的に、例えばこ

の事業は削って、こっちを手厚くすれば、

福祉の方が良くなるな、高齢者が住みや

すくなるな、とかそういった部分の中で

のまちづくりだと思います。 

 理想を描いていくのであれば、この会

ではなく、町にお願いして違う会を作っ

てもらえばいいと思いますし、ただこれ

は実務的にどのようにしたらこの福島町

が残っていけるかということだと思うん

ですよ、自立プランというのも福島町を

残すための自立プランだった訳ですから、

それも引き継いだ中でいくということは、

どうしても実務的な数字の置き換えなど

を今は、やっていくしかないのかなと私

は感じております。 

 

（委員） 

○自立プランで吉岡幼稚園の閉園の問題

がありましたが、金額が掛かるから閉園

しましょう、というような言葉のニュア

ンスは悪いのですが、幼稚園と教育委員

会側と話をしておりましたが、結局のと

ころ保護者の方や地域の方からもう少し

残して欲しいということで現在のように

残っているわけですよ。 

 ですから、先ほど町長が話されたよう

に財政ありきで考えたとしても、町の中

に住んでいる人の利便性ですとか、意義

ですとか、そういうようなものによって

足す引くは、イコールにならないと思い

ます。そのようなものを検討するために

僕らは集められたのかなと思います。根

本にあるのはやはり財政だとは思うので

すが、はたしてそれで出したプランが本

当に住民のために良いのか、というよう

な事をこれから私達が検討していかなけ

ればならないと思いますし、また先ほど

●●委員が言われたように良いとしても

財政的にどうなのか、駄目だとしても財

政的にどっかのものを削ってでもやらな

ければならないのか、そういうもの検討

をしていかなければならない委員会だと

私は思っております。 
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（委員） 

○自立プランの経緯がわからないで意見

をしておりましたが、そうすると福島町

の中で、これが問題だと、自立プラン策

定の時から既に皆さんご存知だと思いま

すが、この問題は残さないといけない、

しかしお金が掛かる、そしたらどうする

ということで議題がもうはっきりしてお

りますよね。 

今回も、この資料を見ますと１３１の

事務事業があり金額がもう既に書いてあ

ります。議題としてはもうこの中で行う

ということですよね。 

そうすると、新たな議題というのはあ

えて出す必要は無いんですよね。もうこ

こに町が抱える事業は全て網羅されてい

るんですよね。 

 

（町長） 

○あくまでも、平成２２年度から平成２

６年度までの福島町が赤字にならないよ

うな状況の中で各原課で、また福島町と

して課題に思っているようなものを取り

まとめし、羅列したものが今この資料に

出ている項目になっています。これは、

あくまでも平成２６年度までの財政推計

をするためなんです。ですから、いま、

●●委員や●●委員からの意見は、この

ようなビジョンがあってこのような形で

やって行けば取組みやすいという意向だ

と思います。 

ただ、私はまず財政を保ちながら町の

サービスなどを進めていく中で、財政推

計を含んだ中での計画はご理解していた

だきたい、あわせて間違いなく少子高齢

化が進んでいる中で、この推進会議の中

で思い切って、このようなことでまちづ

くりをしてみてはどうか、そのような意

見が出てくればいいなと期待もしながら

そういう想いも大きいわけです。 

例えば今のように人口が減っている状

況の中で、１０年先まで見込むというこ

とになれば並大抵のことじゃないと思い

ます。先般の厚生労働省で出された日本

の人口の減少率からいくと、福島町が全

国でも１０番以内で人口の減少が進むと

いう見方をされております。逆に言うと

それを跳ね返すようなまちづくりをする

ということが私達の務めだと思っており

ます。 

ですから、そのような状況の中で１５

年・２０年先の福島町のビジョンがどう

だ、ということになれば、非常にその辺

については、私自身は難しさはあるなと

思っております。その中でどうしてもや

っていかなければならない事は、まず福

祉だとか、そのような事を多くの方から

の協力と一定の理解を得た中で進めなけ

ればならない、ということがまず一つ、

あわせて少子化の問題で高校の存続の問

題も新たに出てくると思います。そのよ

うな事を様々検討した時に、これからの

福島町をどうしようかと考えた時に一定

の税収も確保しながら、高齢者の方々が

安心して安全で住みやすい町を作るには

福祉施策の体制づくりも一方では進めて

いかなければならないとか、ただそれも

これも自立プランを策定するまでは、赤

字債権団体になるのではないかという心

配する位の福島町の将来の財政見通しで

ありましたから、平成１７年からは、財

政ありきでの自立プランを策定した経緯

がございます。その効果として会長が言

われたように１０億を超える効果が出た

と、ですからこれからの５年間がそれじ

ゃ赤字になってもいいのか、やはりその

ような訳にはいかないので、一定の財政

を確保しながら、役場として原課で持っ

ている懸案、課題等については、この資

料に記載したことなんですよ。けれども、
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実際にまちづくりとなると、これを行え

ばいいのかという事になれば、決してそ

ういう事ではないと思います。ですから、

その辺の事をまちづくり推進会議の中や

町内の各団体の協議の中で、どのような

将来の方向性を示していくか、また財政

とは別問題としてそのような事も必要に

なっていきますし、大事なことではない

のかなと、そう思っております。 

 

（委員） 

○ちょっと大上段に構え過ぎました。 

というのは、このプランは５年計画です

よね。平成２２年度から平成２６年度ま

での５年間で、私達の任期は２年間ずつ

ですよね。そうすると、この財政を含め

て色々やっている間に色々な問題も出て

くるだろうし、このままでいいのか、と

か何か新しい産業を興さないとならない、

とかそのような話も検討の中で出てきて、

芽を伸ばして木にする、この５年間の間

で委員も変わるかもしれません、２年毎

ですから、そういうものも含め掘り起こ

しも含めた中で数字は数字、将来ビジョ

ンは将来ビジョン、今話したように２０

年の話じゃなくて、至近的なもので２年

やっている間に次年度に向け、例えばこ

んな事業を考えないか、とかそんな意見

が委員の中から出てきて、それは新たな

事業ですから項目に無い訳ですから、お

金がかかることですし、そしたら意気の

合う人達を集めてボランティアでやろう

じゃないかとか、そのような芽を出す役

目もやらなければならないのかなという

感覚でしたのでさっきの意見になった訳

ですよ。 

それでなかったら、決められた項目を検

討し、削減しお金を残しました、という

ことでいいんですが、いま町長が言うよ

うに、今すぐに稼げる人達が少なくなる

わけですから、人口が少なくなっていく

訳ですから、新年度の吉岡と福島の入学

生徒数は２９名でしたか、その人達が仮

に２０年後に結婚して全員が福島町に残

って子どもを産むかといえば、そういう

訳ではないですよね。そうすれば絶対数

が少なくなる訳ですから、少子化なんて

ことではないですよね。老齢化という言

葉じゃなく、化というのはそちらに向か

っている時に使う言葉なんで、そういう

言葉を使うんじゃなくもう老齢なんです

よ。そのような状況の中で、町おこしを

どうするんだと、７０代でも元気のいい

人達を集めて、何か違う事をやろうじゃ

ないかと、そのような広がるまでの意識

改革の中に含める役割を担ってるのかな

と思っておりました。 

 

（会長） 

○それは担っております。自立プランの

中でふるさと応援基金の設立を行いまし

た。現在は約１０，０００千円程度あり

ます。これは、運用規定の策定もしてお

ります。今は、財政的には自立プランの

中では一定の成果が出てるので、町民の

中から積極的にふるさと応援基金を使う

姿勢が見えた時に、ここで健全な財政運

営の中で、町民の一般の民間活動をどう

支えてあげるか、一般財源の中から支出

出来るものは、それで優先してくのです

が、ふるさと応援基金の運用規定の中で

積極的に使用できるものがあれば、また

それはふるさと応援基金を使用していく

のですから、先ほど言われたように財政

の所だけの話だけではないと思います。 

 

（町長） 

○●●委員が言われたような、予算が伴

おうが伴なわないと関係なく、これから

の福島町のまちづくりの中に必要なこと
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は、どんどん意見を出してもらいたいで

すし、それから資料に記載している１３

１項目の事業については、この事業は現

在役場で行っている事業であって、この

事業の中でも、もう民間に任せてもよい

のではないかという事業の話も出てくる

のではないかと思います。そのようなこ

とをある程度提示しながら、これからの

福島町をどうするんだ、というような議

論を私自身が一番望んでいるところでご

ざいます。 

ここには、記載していない事業でありま

すが、今年さけますの孵化場が福島川の

上流にできます。道南で一番のさけます

孵化場の拠点となります。そうすると、

今まで、イカ一本の水産加工場自体が、

例えば、いくらとか筋子とかさけの加工

品など水産加工業のあり方も多少なりと

も変わってくるのかなとか、また漁師の

漁獲方法も網を中心にした漁師が増えて

くるのかな、とか色んな事があるわけで

すよ。皆さんが議論していく中でそのよ

うな意見も出てくると思います。 

ですから、町費の伴わない事業も一方で

はこのように動いていますし、出来得れ

ばそのような事もざっくばらんに情報交

換をしながら、私どもは、進めていきた

いと思っております。 

基本となるのは平成２６年度まで財政が

基本となった資料の取りまとめになって

おりますが、これを抜きにして中でもい

ろんな形での意見を出していただければ、

まちづくりとして計画を組む中で非常に

ありがたいと思いますし、是非そのよう

な会議してもらいたいと思っております。 

 

（委員） 

この前に公募しました、社会教育委員と

か都市計画推進委員とか色々公募しまし

たよね。これは、まちづくり推進会議と

は関係ないんですか、横の連携というの

は無いんですか。 

 

（村田町長） 

○２つの委員会が一緒になって話す事は

ないですが、各種委員会の取りまとめは

役場で行っていますので、時によっては

法的な規制があるものについては、例え

ば都市計画の規制があるものについては、

何かしら他の委員会でそれに伴うような

事がある場合は、説明もさせてもらいま

すが、まあ、その辺は競合してどうこう

するということは無いと思われます。 

 

（委員） 

○●●委員や●●委員もビジョンという

大事なことを話されておりましたが、ま

ちづくり条例の頭に掲げているものとま

ちづくり推進会議とは関連性はないんで

すか。 

私は、てっきりまちづくり条例を前提と

してこの会議を開催していると認識して

来ているのですが、全く関係ないんです

か。 

 

（会長） 

○私自身は、自立プランからの流れの中

での認識というのは、とにかく赤字債権

団体になったら大変ということで、いわ

ゆる財政的なことをきちっと再建するの

に語って、その過程で方向性を見出して

くる中でまちづくり基本条例をいわゆる

町民参画の形でもって町を作っていこう

ということで思ってます。 

 

（委員） 

○私の言っているのは、まちづくり基本

条例という冊子が出来ましたよね。頭に

書いている文言はビジョンではないので

すかと言う事を聞いているんですよ。 
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（事務局） 

○今まで色々と資料を説明しながら進め

ていって、内容を確認しながら進めてく

れば良かったのですが、１ページをご覧

になっていただければ解ると思いますが、

あくまでも、まちづくり基本条例の中の

推進会議になりますので、推進会議の役

割に記載しているものが皆様の役割にな

りますのでその点をご理解していただき

たい。 

 

（委員） 

○ですから、●●委員や●●委員の言う

ビジョンがまずにあって、まちづくりの

推進会議ではないんですかと聞いている

んですよ。ですから、そのとおりなんで

すよね。そこを確認して違うなら違うと

言ってもらいたいのですが。 

 

（村田町長） 

○資料の１ページにあるように、推進会

議の役割ということで、町長の諮問に応

じ、この①から④までの項目は報告書を

出していただきたい。これが大前提です。 

これに基づいての資料なりを私どもが用

意しながら進めていきます。 

その他に、私が大いに結構ですと話した

のが、まちづくりに対する提案に対して

でございます。この項目だけでは、楽し

みがないですし、いろんな各種提案があ

るでしょうし。例えば、一例を挙げれば

吉岡の温泉は町が委託して行っておりま

すが、これはもう民間に任せてもいいん

じゃないか、指定管理者やなんなりで、

そのような意見も頂きたいですし。 

それからもっとスケールの大きい具体的

な何かがありましたら、それは提案して

いただければ、私どもはそれに対して上

級官庁の方と協議をしたり、いろんな対

策を考えていかなければならないわけで

すから。 

ただ、まず基本的には、私の諮問に応じ

てこの４項目については、皆さん方が優

先的に報告していただきたいということ

なんですよ。 

ただ、まちづくり基本条例の理念は、行

政と町民が一緒になってまちづくりをす

るということが大前提ですから、それは

色々な会議の中で皆さんが提案されるこ

とは、行政に参画することになることで

すから、町としてはいくらでも声を聞き

ながら対応できるものについては、対応

していきたいということですのでその辺

の仕分けだけは一つご理解していただき

たいです。 

 

（会長） 

○まちづくり推進会議条例そのものが、

この全体的な条例が福島町まちづくり基

本条例ですから、当然、理念やビジョン

も前提にして、この推進会議の中では、

財政的な裏づけをきちっと見極めながら

進めていくということが基本的な姿勢だ

と思っております。 

 

（委員） 

○私もそう思ってこの会議に出席してお

りますので、ビジョンがありますかいう

質問にはありますと答えればよかったん

ですよね。 

 

（会長） 

○６ヶ月間かけてまちづくり基本条例を

策定し、そしてそれを財政的な裏づけを

きちっとして推進するために、このまち

づくり推進会議条例を後ろにくっ付けて

条例を整備したわけですから、それはビ

ジョンとしてまちづくり基本条例の中に

どんな町を目指すのか事細かに規定して

おります。ですからそれが大きな指針と
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なって、あと財政的な裏づけをここで行

いながら会議を進めていくということに

なります。 

 

（委員） 

○それが伝わっていなかったということ

でいいんですよね。 

 

（委員） 

○では、２本立てという考え方でいいん

ですよね。財政的な事を実務的に行い、

その中で違うアイデアがあったら提案し

て、５年間の間に実務的に出来るか出来

ないか議題として行うということでいい

んですね。当然まちづくりですから、今

の既存のものばかりではなく、違うもの

もあったら考え出してそれをアレンジす

るなどして実現化するのがまちづくりで

すよね。今まで福島町になかったものを

もしかして行えば成功するかもしれない

ものもあるかもしれません。そのような

アイデアを提案することを含めた事まで

の会議だと思っておりましたから。 

 

（委員） 

○●●委員や●●委員のような意見もあ

りますから、実務的な会議の他にそれだ

けの為の会議を行うこともいいん 

じゃないですか。 

 

（会長） 

○それは、部会の中で議題として提起さ

れた場合は、どんどん議論しても構わな

いでしょうし、それを事務局の方から財

政的な裏づけを含めて積み上げていけれ

ば結構なのではないかと思います。 

何を削るとかの議論ではなく、限られた

お金をどうやって有効に使えるのか、使

えば福島町がいきいきとやっていけるの

か、その方向性を見出そうという話なっ

てくるのだろうと思います。 

それでは、この辺の事は部会を進めて

いく中で、まちづくり基本条例の中で財

政の裏づけを取りながら進めるというこ

とで締めたいと思います。 

 

（事務局） 

○10 ペ－ジをお願いします。案件３の情

報提供で、（１）の今後検討していただく

町の事務事業、施設運営、補助金等の項

目についてでありますが、事務事業を 10

ペ－ジ、11 ペ－ジに記載しており、NO.1

の人件費全般から NO.64 の各種スポ－

ツ教室・大会までの６４項目あります。 

次に 12 ペ－ジをお願いします。公共施

設等の管理運営事業は NO.1 の役場庁舎

管理事業から NO.25 の学校給食センタ

－運営事業までの 25 項目あります。 

次に 13 ペ－ジをお願いします。 

各団体等の補助金・助成金を 13 ページ・

14 ペ－ジに記載しており、NO.1 の町内

会連合会運営助成金から 14 ペ－ジの

NO.42 の南北海道駅伝競走大会助成金

までの４２項目あります。 

部会の検討項目数が全部で 131 項目と

なります。 

次に 15 ぺ－ジをお願いします。(２)の方

向付けのための検討資料様式についてで

ありますが、１５ペ－ジから２０ペ－ジ

までが各専門部会で検討していただく資

料であります。事務・事業等の資料が 15、

16 ペ－ジ、公共施設等の管理運営の資料

が 17・18 ペ－ジ、補助金等の資料が

19、20 ペ－ジであります。 

次回の会議はこの資料に基づき検討する

ことになりますので、よろしくお願いし

ます。 

以上、簡単ですが説明を終わります。 
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（会長） 

○何か質問がございませんでしょうか。 

  

（会長） 

○自立プランの検証委員会の中で、４年

間の検証をするという状態でやってて、

３年経過した時点で方向性がほぼ見えた

と、そして出来るだけ次のまちを作って

いく委員会に譲ろうと、財政推計上間違

いなく成果が出たという結論に至って、

そしてこの委員会へのいわゆるまちづく

り基本条例も出来ているのでバトンタッ

チをしようという想いだったもんですか

ら、事務局側で言うと、あとやっぱりこ

の項目を記載してきたのは、ある意味で

いうと検討委員会での最後に残ってきた

部分を検証すると同時に中身を認識して

もらいながら、次へのステップを踏んで

もらいたいという想いがここに出てきて

いるみたいなんで、一定の方向性が出て

いるのでそんなに時間を掛けないで進め

ていってもらいたいということのようで

す。 

 

（委員） 

○もう一度確認しますが、自立プランと

いうのは、平成２１年度までは有効なん

ですよね。ですから、今年度までは有効

なんですよね。平成２２年度から平成２

６年度に掛けて行うのは推進会議ですよ

ね。今、会長がおっしゃっているのは、

平成２１年度までは自立プランが有効な

んですから、その検証を僕らわからない

人達もいるもんですから、その中で検証

してもらってこうだよと反復してもらえ

ばそこで確認し合える、それでもう自立

プランの方は終わりで、さて平成２２年

度からどうするかということの話になる

流れでいいんですよね。 

 

（会長） 

○そうです。それとふるさと応援基金の

管理という重大な役目もありますので。 

 

（委員） 

○私もそうだったのですが、町から離れ

ている人達の気持ちは、町の財政じゃな

くて、町興しのために使ってもらいたく

てふるさと応援基金を行っているんです

よ。 

今まである事業で、例えば施設が壊れた

から補修するのにそのお金を使用すると

かじゃなく、違う発想のまちづくりをす

る時に資金として使ってもらいたいとい

うことが基金をした人達の大体の想いな

んですよ。 

この前の夜間議会での質問でありました

が、望遠鏡を応援基金からという話があ

りましたが、あのように簡単に話されて

しまえば寄付している人達の想いとは違

うんですよ。目的が違うんですよ。町の

方でどうしても町の為だという事であれ

ば仕方がないが、なんか違うことを行う

時に基金を使用してもらいたいというの

が想いなんですよ。 

 

（会長） 

○それでは、これで会議の方向性が見え

たと思いますので事務局の方から次第の

５のその他についてお願いします。 

 

（事務局） 

○その他として次回の会議日程について

ですが、次回の会議は、各専門部会とな

ります。開催日は５月２６日（火）～２

８日（金）の間に開催したいと思います。 

日程が決まりましたら通知します。 

また、時間は今回と同じく午後６時から

としますので、よろしくお願いします。 

（閉会１９：４０分） 
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